
新
庁
舎
整
備
事
業
に
お
け
る
大
場
川
氾
濫
リ
ス
ク
は

 
平
成
10
年
、
大
雨
に
よ
る
大
場
川
氾
濫
が
起
き
、
警
察

署
横
も
河
岸
浸
食
が
起
き
た
。
そ
の
上
で
、
新
庁
舎
を
南
二

日
町
に
移
転
す
る
リ
ス
ク
は
な
い
か
。

 

浸
食
の
原
因
と
さ
れ
る
河
床
洗
堀
の
解
消
対
策
や
、
の

り
面
を
保
護
し
崩
壊
を
防
ぐ
対
策
は
県
が
既
に
実
施
済
み
で

あ
る
。
こ
の
対
策
に
よ
り
、
平
成
10
年
以
降
、
集
中
豪
雨
に

よ
る
護
岸
浸
食
被
害
は

な
く
、
南
二
日
町
広
場

周
辺
に
お
け
る
護
岸
被

害
リ
ス
ク
は
既
に
改
善

が
さ
れ
て
い
る
も
の
と

と
ら
え
て
い
る
。

77
年
ぶ
り
の
改
正
民
法
施
行
に
向
け
た
対
応
準
備

 

離
婚
後
の
共
同
親
権
や
親
子
交
流
を
含
む
改
正
民
法
施

行
準
備
と
し
て
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
に
つ
い
て
の
市
独

自
の
わ
か
り
や
す
い
資
料
作
成
の
予
定
は
。

 

離
婚
後
の
家
庭
支
援
と
し
て
市

独
自
の
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
資
料

を
作
成
す
る
こ
と
は
、
親
自
身
が
大

人
フ
ァ
ー
ス
ト
に
な
り
が
ち
な
考
え

や
気
持
ち
を
整
理
し
、
こ
ど
も
を
第

一
に
考
え
、
こ
ど
も
の
心
理
的
な
ケ

ア
等
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

 

建
設
さ
れ
る
ホ
テ
ル
の
必
要
性
の
判
断
の
た
め
、
三
島

駅
西
街
区
の
東
急
ホ
テ
ル
の
事
業
効
果
確
認
を
す
べ
き
と
考

え
る
。
ど
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
か
。

 

市
内
の
宿
泊
客
数
は
、
３
年
連
続
で
過
去
最
多
を
更
新
す

る
見
込
み
で
、
宿
泊
需
要
は
好
調
を
維
持
し
て
お
り
、
西
街

区
に
お
い
て
も
客
室
稼
働
率
は
好
調
と
捉
え
て
い
る
。
広
域
観

光
交
流
拠
点
と
し
て
、
ツ
ー
リ
ス
ト
ラ
ウ
ン
ジ
も
設
置
さ
れ
て

お
り
、
公
募
時
の
要
求
水
準
を
一
つ
一
つ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

高
齢
者
が
負
担
な
く
自
宅
担
保
で
耐
震
化
で
き
る
制
度

 

本
年
9
月
よ
り
導
入
し
た
高
齢
者
が
自
宅
を
担
保
に
す

れ
ば
無
利
子
で
耐
震
化
で
き
る
新
制
度
に
つ
い
て
、
対
象
戸

数
を
踏
ま
え
た
導
入
の
意
義
を
伺
う
。

 

耐
震
改
修
利
子
補
給
制
度
の
「
リ
バ
ー
ス
・
60
」
は
手

元
の
資
金
が
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
自
宅
の
耐
震
改
修
に

対
し
て
後
ろ
向
き
で
あ
っ
た
高
齢
者
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る

制
度
で
あ
る
。
令
和
７
年
度
末
の
耐
震
性
の
な
い
木
造
住
宅

は
約
二
千
戸
と
推
計
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
制
度
利
用
が

期
待
さ
れ
る
。

 

市
役
所
の
駐
車
場
は
い
つ
行
っ
て
も
混
ん
で
い
る
と
い

う
10
年
前
の
話
を
今
で
も
耳
に
す
る
。
年
に
数
回
の
混
雑
時

に
周
辺
の
ミ
ニ
駐
車
場
の
活
用
が
で
き
な
い
か
。

 

本
庁
舎
63
台
分
の
駐
車
場
は
週
明
け
や
週
末
、年
度
末・

年
度
始
な
ど
の
混
雑
時
等
に
お
い
て
、
近
隣
の
ミ
ニ
駐
車
場

の
場
所
や
利
用
方
法
の
案
内
等
が
煩
雑
と
な
る
た
め
提
携
、

契
約
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
同
様
に

市
営
中
央
駐
車
場
を
案
内
し
、
利
用
時
間
分
の
免
除
で
対
応

す
る
。

父
母
の
離
婚
に
直
面
し
た
子
ど
も
の
数
の
捉
え
方
は

 

本
市
は
ひ
と
り
親
家
庭
割
合
が
全
国
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
も
の
の
、父
母
の
離
婚
を
経
験
し
た
子
は
少
な
く
な
い
。

そ
の
数
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

 

父
母
の
離
婚
を
経
験
し
た
こ
ど
も
の
正
確
な
人
数
は
把

握
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
離
婚
に
伴
う
環
境
の
変
化
に
直

面
す
る
こ
と
で
経
済
的
、
精
神
的
な
困
難
を
抱
え
る
可
能
性

が
高
く
な
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
た
め
、
こ
ど
も
の
利
益
を

最
優
先
す
る
視
点
を
持
ち
、
寄
り
添
っ
た
支
援
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

弓
場
　
重
明

（
覚
悟
の
会
）

古
長
谷
　
稔

（
改
革
み
し
ま
）

本
間 

雄
次
郎

（
覚
悟
の
会
）

新
庁
舎
整
備
事
業
の
計
画
修
正
の
可
能
性
は

頼
朝
行
列
の
頼
朝
役
に
女
性
を
起
用
す
る
可
能
性
は

地
域
連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な
ラ
ジ
オ
体
操
の
実
施
は

伊
豆
フ
ァ
ン
倶
楽
部
の
再
構
築
と
持
続
可
能
性

 

ア
プ
リ
利
用
が
広
が
ら
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
持
続
・

自
立
を
目
指
し
て
仕
組
み
の
再
構
築
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
と
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

 

伊
豆
フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
設
立
し
、
調
達
資
金

で
特
産
品
を
開
発
し
、
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
で
の
販
売
な
ど
で
収

益
安
定
化
を
目
指
す
。
中
長

期
的
に
は
伊
豆
フ
ァ
ン
倶
楽

部
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
ロ

イ
ヤ
リ
テ
ィ
収
入
を
得
る
仕

組
み
も
計
画
し
て
お
り
、
事

業
の
財
政
的
自
立
と
地
域
経

済
へ
の
貢
献
を
強
化
す
る
。

三
島
市
総
合
計
画
の
未
来
図
再
構
築
の
可
能
性
は

 

新
庁
舎
整
備
は
本
市
の
飛

躍
的
な
発
展
に
つ
な
が
る
ま
ち

づ
く
り
の
好
機
と
捉
え
て
い
る
。

現
在
、
跡
地
の
利
活
用
を
軸
と

し
た
、
ま
ち
な
か
賑
わ
い
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
準
備
を
進
め

て
お
り
、
さ
ら
な
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
で
多
く
の
方
々
で
に
ぎ
わ
う
魅

力
的
な
ま
ち
な
か
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

『
市
長
、本
当
に
市
庁
舎
、南
二
日
町
で
良
い
の
で
す
か
』

第
3
弾

 

市
庁
舎
移
転
に
よ
り
市
街
地
の
人
通
り
が
減
っ
て
、
街

並
み
が
寂
れ
る
。
活
性
化
が
損
な
わ
れ
て
商
店
街
の
空
洞
化

が
起
こ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

髙
田
　
康
子
　

（
新
風
会
）

小
冊
子
、
通
い
の
場
マ
ッ
プ
の
有
効
活
用
は

 

高
齢
者
外
出
支
援
と
し
て
、
運
転
免
許
証
返
納
者
へ
高

齢
者
運
転
免
許
返
納
支
援
補
助
券
と
と
も
に
通
い
の
場
マ
ッ

プ
を
一
緒
に
渡
し
て
は
ど
う
か
。

 

高
齢
者
運
転
免
許
返
納
支
援
助
成
券
と
併
せ
て
通
い
の

場
マ
ッ
プ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
促
進
と
地
域
住
民
と
の
交
流
機
会
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
た
め
、
関
係
部
署
と
連
携
し
当
該
マ
ッ
プ

の
配
布
を
実
施
し
て
い
く
。

三
嶋
大
祭
り
の
ふ
る
さ
と
納
税
観
光
と
し
て
の
活
用

 

ふ
る
さ
と
納
税
で
、
三
島
の
歴
史
・
文
化
の
資
源
を
活

用
し
て
、三
嶋
暦
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
型
返
礼
品
に
で
き
な
い
か
。

 

三
嶋
暦
を
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
と
し
て
取
扱
う
こ
と
は
、

三
島
の
歴
史
・
文
化
を
発
信
す

る
う
え
で
、
意
義
を
持
つ
も
の

と
考
え
て
お
り
、
実
現
に
向
け

協
議
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
型
返
礼
品
に
つ
い

て
も
、今
後
さ
ら
に
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

 

一
ク
ラ
ブ
40
人
の
定
員
で
は
、
夏
期
や
雨
の
日
の
居
場

所
と
し
て
適
切
な
環
境
と
は
言
え
な
い
。
学
校
の
図
書
室
や

体
育
館
等
を
空
室
時
に
利
用
で
き
な
い
か
。

 

現
在
に
お
い
て
も
体
育
館
を
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
児

童
が
利
用
し
て
い
る

学
校
は
あ
る
が
、
本

市
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
が
一
層
子
ど
も

た
ち
の
快
適
な
居
場

所
と
な
る
よ
う
、
引

き
続
き
、
学
校
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
図

書
室
や
体
育
館
の
さ

ら
な
る
利
用
拡
大
を

図
っ
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
便
性
の
向
上
と
環
境
改
善

 

保
護
者
の
就
労
条
件
は
、
通
勤
も
含
め
午
後
1
時
か
ら

3
時
間
以
上
と
あ
り
、
勤
務
終
了
時
間
が
午
後
2
時
、
3
時

で
は
利
用
で
き
な
い
。
改
善
で
き
な
い
か
。

 

条
件
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
待
機
児
童
の
発
生
に
つ
な

が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
施
設
の
拡
充
や
一
層
の
支
援
員
確
保
を
図
り
つ
つ
、
他

市
町
の
状
況
を
参
考
に
し
た
り
綿
密
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

沈
　
　
久
美

（
改
革
み
し
ま
）

野
村
　
諒
子

（
新
風
会
）
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